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安全のための重要な指示

正三角形の中に稲妻がある図形は、感電の危険がある絶
縁していない「危険な電圧」がケース内に存在している
ことをユーザーに警告しています。

正三角形の中に感嘆符があるある図形は、本機器に添付
してある取扱説明書に記述してある操作と保守（サービ
ス）に関する重要な指示を読むようユーザーに示してい
ます。

重要なサービスに関する指示
注意：このサービスに関する指示は資格を有するサービスマンに対する指示です。感電の危険を防止するために、本取扱
説明書に記述してある以外のサービスは、特にそれを行う資格を持っていない限り行わないでください。サービスはサー
ビスマンに依頼してください。

1. 機器にサービスを行うときは、EN60065（VDE 0860 / IEC 65）と CSA E65 - 94 に記述されている安全法令を必ず
守ってください。

2. 機器のカバーを外して保守・修理をする時に、操作する必要があり、機器が主電源に接続されている場合は、主電源セ
パレータートランス（mains separator transformer）を必ず使用してください。

3. 延長コードの再接続、主電源電圧または出力電圧の電圧変更の際は、電源をスイッチでオフにしてください。
4. 主電源の電圧がかかっている部品と手に触れやすい金属部品（金属製筐体）間および主電源の極間の最小距離は 3mm
です、常に 3mmを保つようにしてください。
主電源の電圧がかかっている部品と主電源に接続されていないスイッチやブレーカー（２次側の部品）間の最小距離は
6mmです、常に 6mmを保つようにしてください。

5. 回路ダイヤグラムの中で安全マーク（注）が付けてある特別な部品（コンポーネント）の交換は、オリジナルの部品
（コンポーネント）と交換してください。

6. 事前の同意またはアドバイスなしの回路変更は合法的な変更と見なされません。
7. 機器をサービスしている国または地域で適用する作業安全に関する法令は確実に守ってください。これは作業現場自体
に関するどの法令にも適用します。

8. MOS の取扱いに関する指示は必ず守ってください。

注：正三角形のマーク  安全部品（コンポーネント）、「交換は必ずオリジナル部品で交換してください。」
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Pin 1: グランド
Pin 2: ホット
Pin 3: コールド

Pin 1: シャーシ
Pin 2: 未使用
Pin 3: シャーシ
Pin 4: +12V

Tip: センド
Ring: リターン
Sleeve: グランド

Tip: ホット
Ring: コールド
Sleeve: グランド

グランド

シグナル
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注意
コンソールには以下にリストしてある特別な制約が適用します、安全と電磁的互換性の性能を維持するためにこれら制約
は順守してください：

電源接続
コンソールに使用する電源は主電源コネクターを経由してアースを接続できる電源を使用してください。

オーディオ接続
コンソールへの接続には高品質のシールドされたより線のオーディオケーブルを使用してください。コネクターはシェル
が金属構造のもので、コンソールのジャックに差し込んだときシールドの役をするコネクターを使用してください。ジャッ
クコネクターシェルはすべてケーブルシールドに接続してください。XLRコネクターはすべてピン1をケーブルのシール
ドに接続をしてください。

設置場所
ミキシングコンソールの設置に際して多くの考慮すべきポイントがあります。コンソールを開梱するまでにポイントを多
く説明しますが、繰り返し説明しても十分意義がありますのでここでも繰り返します。

コンソール設置場所
コンソールはコンソールを使用する目的に合せた使い勝手の良い場所に設置します。配電装置やその他の妨害源となる機
器の近くにない涼しい場所が理想的です。コンソールをテーブル代わりに使用することを防止するためコンソールの周囲
の平らな面の部分に、なにか対策を立ててください。

内部電源
コンソールは内部に電源装置を装備しています。装置は適切な電圧に設定して付属のケーブルで主電源ソケットと接続を
してください。

主電源の電圧設定
コンソールは指定された主電源電圧に設定してから出荷します（リアパネル記載の電圧を参
照）。主電源電圧をコンソールの底部にある主電源電圧セレクターで変更したら、主電源の
フューズはラベル上の選択した電圧に適応する規格に変更する必要があります。

VENICE 240/320の追加外部電源装置（EPS1200）
接続ケーブルが許すかぎり電源装置をコンソールから離して設置してください。電源装置は正しい主電源電圧に設定して
付属ケーブルを使用し、主電源ソケットに差し込んでください。外部電源装置の電源をONにすると内部電源は無効にな
ります。この場合内部電源は予備電源として動作します。

外部電源装置から電源を供給されているコンソールは必ず主電源のアースを接続してから操作してください。

電源装置には致命的な電圧が存在していて、ケーブルに非常に大量な電流が流れるので、ショートすると機器や配線から
火災が発生する恐れがあります。テストとサービスはすべて資格のあるエンジニアが行ってください
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MIDAS VENICE
MONO INPUT

CHANNEL
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Veniceモノチャンネルにはマイクまた
は +22dBu までのラインレベル信号で
受けることの出来る XLR 入力コネク
ターがあります。それと 1/4 インチの
ホーンジャックが 1 個ありラインレベ
ル信号を受けることが出来ます。これ
は、偶発的な48Vとの接続を防止する
ことに役立ちます、ラインレベル入力
用の 1/4 ホーンジャック入力は入力信
号を常に 20 dB 減衰しますので最大
+42dBu の極端に高いラインレベル信
号を入力できます。

HI PASSスイッチは、インサートポイ
ントとイコライザーの前で入力チャネ
ル信号ラインに 80Hz のハイパスフィ
ルターを接続します。

HI  M ID コントロールは 0dB をセン
ターとして +15dB から -15dB までの
ブーストとカットを連続して調整する
ことができます。

LO MID コントロールは 0dB をセン
ターとして +15dB から -15dB までの
ブーストとカットを連続して調整する
ことができます。

BASSコントロールは0dBをセンター
として+15dBから-15dBまでのブース
トとカットを連続して調整することが
できます。Bassイコライザーは伝統的
な MIDAS シェルビング特性により
80Hz で動作をします。

ファンタム電源を使用すると +48V の
LEDが点灯します。各チャネルの+48V
スイッチはコンソールのリアパネルに
取付けてあります。スイッチは+48Vの
ファンタム電源をXLRコネクターに接
続します。これはコンデンサーマイク
やDI ボックスに使用できます。

GAIN コントロールは入力アンプのゲ
インを、マイク入力では 0 d B から
+60dBまで、ライン入力では-20dBか
ら+40dBまでを連続して調整すること
ができます。

TREBLE コントロールは 0dB をセン
ターとして +15dB から -15dB までの
ブーストとカットを連続して調整する
ことができます。TREBLE イコライ
ザーは伝統的なMIDAS シェルビング
特性により 12kHz で動作します。

HI MID FREQ コントロールは、HI
MIDイコライザーが動作する400Hzか
ら8kHzまでの周波数を1オクターブの
帯域幅で連続して調節することができ
ます。

LO MID FREQ コントロールは、LO
MIDイコライザーが動作する100Hzか
ら2kHzまでの周波数を1オクターブの
帯域幅で連続して調整することができ
ます。

EQ スイッチは入力チャンネル信号ラ
インにイコライザー回路を接続しま
す。
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FX コントロールは入力チャンネルか
ら F X バスに送られるポストフェー
ダーレベルを連続して調整することが
できます。レベル調整幅はロータリー
コントロールのセンターで0dBとして
+10dB からオフまでです。

AUXコントロールは入力チャンネルか
ら AUX バスに送られるレベルを連続
して調整することができます。レベル
調整幅はロータリーコントロールのセ
ンターで0dBとして+10dBからオフま
でです。
AUX-1とAUX-2は、マスターセクショ
ンの AUX マスターポットの隣にある
PRE/POSTスイッチを切り替えること
で全体的にプリフェーダーまたはポス
トフェーダーの操作に構成を変えるこ
とができます。

MON コントロールは入力チャンネル
からMON バスに送られるプリフェー
ダーとプリイコライザー信号を連続し
て調整することができます。レベル調
節幅はロータリーコントロールのセン
ターで0dBとして+10dBからオフまで
です

PANコントロールはマスターステレオ
またはグループミックス内でのチャン
ネル定位をコントロ-ルし、電力和一定
型となっています。センターポジショ
ンで-3dBとなり、どちらか極端な設定
の時は 0dB またはオフとなります。

MUTEスイッチはインサートセンド後
の全ポイントで、全ての送り( F I X ,
AUX, MON)を含め入力チャンネルを
ミュートします。
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SOLOスイッチは入力チャンネル信号
をPFL/モノとAFL/ステレオバスに送
ります。スイッチを使用すると、mon-
1 と 2 のメーターは自動的にソロメー
ターに切り変わり、表示します。

FADER は入力チャンネルレベルを
+10dBからオフまで連続して調整する
ことができます。

SIGNAL（-16dBu）/PEAK（+16dBu）
L E D 表示は入力チャンネルのプリ
フェーダーのピーク信号レベルを表示
します。

1 － 2 スイッチはパンコントロールを
経由してポストフェーダーチャンネル
信号をグループ 1－ 2 バスに接続しま
す。

3 － 4 スイッチはパンコントロールを
経由してポストフェーダーチャンネル
信号をグループ 3－ 4 バスに接続しま
す。

MASスイッチはパンコントロールを経
由してポストフェーダー信号をマス
ターステレオバスに接続します。
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MIDAS VENICE
STEREO INPUT

CHANNEL
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Veniceステレオ入力チャンネルにはマ
イクまたは +22dBu までのラインレベ
ル信号に使用できる XLR 入力コネク
ターがあります。2 個の 1 / 4 インチ
ジャックソケットに +28dBu までのス
テレオまたはモノラインレベル信号を
入力できます。ステレオチャンネルは
モノチャンネルと同じ高音質マイクプ
リアンプが特長です。ステレオ入力
チャンネルはマイクとステレオライン
に独立した回路を使用しているので、
全入力を干渉することはなく同時に接
続することが可能です。

LINE TRIMコントロールはステレオ入
力アンプゲインを-20dBから+20dBま
で連続して調整することができます。

HI  M ID コントロールは 0dB をセン
ターとして +15dB から -15dB までの
ブーストとカットを連続して調整する
ことができます。HI MIDイコライザー
は1.4オクターブの帯域幅で3kHzで動
作します。

BASSコントロールは0dBをセンター
として+15dBから-15dBまでのブース
トとカットを連続して調整することが
できます。Bassイコライザーの帯域幅
は伝統的なMIDAS シェルビング特性
により 80Hz で動作します。

個々のチャンネルのための +48V ファ
ンタム電源スイッチは、コンソールの
リアパネルにあり、ファントム電源を
使用すると+48VのLEDが点灯します。
スイッチは +48V のファンタム電源を
XLRコネクターに接続します。これは
コンデンサーマイクやDIボックスに使
用できます。

MIC GAINコントロールはXLRマイク
入力コネクターに入力アンプゲインを
0dBから+60dBまでを連続して調整す
ることができます。

HI PASSスイッチはマイク入力アンプ
のすぐ後にある入力チャンネル信号経
路に 80Hz ハイパスフィルターを接続
します。

TREBLE コントロールは 0dB をセン
ターとして +15dB から -15dB までの
ブーストとカットを連続して調整する
ことができます。TREBLE イコライ
ザーは伝統的なMIDAS シェルビング
特性にて 12kHz で動作します。

LO MID コントロールは 0dB をセン
ターとして +15dB から -15dB までの
ブーストとカットを連続して調整する
ことができます。LO M ID イコライ
ザーは1.4オクタ-ブの帯域幅で300Hz
で動作します。

EQ スイッチは入力チャンネル信号ラ
インにイコライザー回路を接続しま
す。
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FX コントロールは入力チャンネルか
ら FX バスに送られたレベルを連続し
て調整するとこができます。レベル調
節幅はロータリーコントロールのセン
ターを 0dB として +10dB からオフま
でです。FXコントロールは接続された
ポストフェーダーの L/R ミックス信号
を FXバスに送ります。

AUXコントロールは入力チャンネルか
らAUXバスに送られたL/Rミックス信
号を連続して調整することができま
す。レベル調節幅はロータリーコント
ロールのセンターを0dBとして +10dB
からオフまでです。AUX-1 と AUX-2
は、マスターセクションの AUX マス
ターポットの隣にある PRE/POST ス
イッチを切り換えることで全体的にプ
リフェーダーまたはポストフェーダー
の操作に構成を変えることができま
す。

MUTEスイッチはインサートセンド後
の全ポイントで、全ての送り( F I X ,
AUX, MON)を含め入力チャンネルを
ミュートします。

MON コントロールは入力チャンネル
からMON バスに送られたレベルを連
続して調整することができます。レベ
ル調節幅はロータリーコントロールの
センターを 0dB として +10dB からオ
フまでです。MONコントロールは接続
されたプリフェーダー、プリイコライ
ザーのL/Rミックス信号をMONバスに
送ります。

BAL（パン）コントロールはマスター
またはグループに送られた L/R のチャ
ンネル信号の相対的なレベルをバラン
スコントロールするために使用しま
す。バランス幅はロータリーコント
ロールのセンターで -3dB、両端のセッ
ティングでは0dBまたはオフという定
数になっています。ステレオチャンネ
ルをモノ入力（L chのみ入力）として
使用すると、BALANCE（パン）がマス
ターステレオまたはグループミックス
内でチャネルの定位をコントロールし
ます。
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SOLOスイッチは入力チャンネル信号
をPFL/モノバスとAFL/ステレオバス
に送ります。スイッチを使用すると、
mon-1と２のメーターを自動的にソロ
メーターに切り換え、表示します。

FADER は入力チャンネルレベルを
+10dBからオフまで連続して調整する
ことができます。

SIGNAL（-16dB）/PEAK（+16dB）LED
ディスプレイはプリフェーダー入力
チャンネルのピーク信号レベルを表示
します。

1 - 2スイッチは、bal（pan）コントロー
ルを経由してポストフェーダーチャン
ネル信号をグループ1 - 2バスに接続し
ます。

3 - 4スイッチは、bal（pan）コントロー
ルを経由してポストフェーダーチャン
ネル信号をグループ3 - 4バスに接続し
ます。

MASスイッチは、bal（pan）コントロー
ルを経由してポストフェーダーチャン
ネル信号をマスターステレオバスに接
続します。
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MIDAS VENICE
MASTER SECTION
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SOLOスイッチはグループ信号をPFL/
モノバスと AFL/ ステレオバスに送り
ます。スイッチは使用するとmon-1と
２のメーターを自動的にソロのメー
ターに切り変わり、表示します。

GROUP フェーダーはサブグループの
出力レベルを+10dBからオフまでを連
続して調整することができます。

PANコントロールはマスターステレオ
ミックス内のグループの定位をコント
ロールして、その範囲はロータリーコ
ントロールのセンターで-3dB、両端の
セッティングでは0dBまたはオフとい
う定数でコントロールします。

MASスイッチは、パンコントロールを
経由してポストフェーダーグループを
ステレオマスターバスに接続します。

SIGNAL（-16dB）/PEAK（+16dB）LED
ディスプレイはグループバスの信号レ
ベルを表示します。
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FX SENDコントロールはFXセンド出
力レベルをロータリーコントロールの
センターを0dBとして、+10dBからオ
フまでを連続して調整することができ
ます。

1 - 2 スイッチはポストフェーダー FX
リターンの Lch 信号をグループ 1バス
に、Rch 信号をグループ 2バスに接続
します。

3 - 4 スイッチはポストフェーダー FX
リターンの Lch 信号をグループ 3バス
に、Rch 信号をグループ 4バスに接続
します。　

MAS スイッチはポストフェーダー FX
リターンステレオ信号をステレオマス
ターバスに接続します。

MONコントロールはFXリターンチャ
ンネル信号を MON バスに送るプリ
フェーダー信号を連続して調整するこ
とができます。レベル調節幅は、ロー
タリーコントロールのセンターを0dB
として、+10dBからオフまでを連続し
て調整することができます。

MUTE スイッチは FX リターンを全ポ
イントでミュートします。

SOLO スイッチは FX リターン信号を
PFL/ モノと AFL/ ステレオバスに送り
ます。スイッチを使用するとmon-1と
２のメーターは自動的にソロのメー
ターに切り変わり、表示します。

FADERは FXリターンレベルを 10dB
からオフまで連続して調整することが
できます。
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MUTEスイッチはモニターセンド出力
信号をミュートします。

MON SEND フェーダーはモニターセ
ンド信号を+10dBからオフまで連続し
て調整することができます。

SOLOスイッチはモニターセンド信号
をPFL/モノバスとAFL/ステレオバス
に送ります。スイッチを使用すると
mon-1と２のメーターは自動的にソロ
のメーターに切り変わり、表示しま
す。
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AUX PRE/POST スイッチは、全体的
にauxバスをプリフェーダー（mon）ま
たはポストフェーダー（fx）操作に構成
します。スイッチの隣のLEDが状態を
表示します。 MUTEスイッチはauxセンド出力信号

をミュートします。
aux リターンには影響しません。

AUX SEND コントロールは、ロータ
リーコントロールのセンターを0dBと
して、+10dBからオフまで連続して調
整することができます。

AUX RETURNコントロールはステレ
オ aux リターンレベルを、ロータリー
コントロールのセンターを0dBとして
+10dBからオフまで連続して調整する
ことができます。auxリタ-ン信号はL/
Rマスターバスに直接信号を送ります。

SOLO スイッチは aux センド信号を
PFL/ モノと AFL/ ステレオバスに送り
ます。SOLO スイッチを使用すると
mon-1と２のメーターを自動的にソロ
のメーターに切り換え、表示します。

MON コントロールは aux リターンか
らMON バスに送られるレベルを連続
調節します。レベル調節幅はロータ
リーコントロールのセンターを0dBと
して、+10dBからオフまで連続して調
整することができます。
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TAPE 入力はアンバランスのフォノ
ソースからのフィード（入力信号）を
ステレオマスターバスまたはヘッド
フォーンとスピーカ出力に供給しま
す。TAPE IN レベルコントロールは、
ロータリーコントロールのセンターを
0dBとして+20dBからオフまでのわず
かな連続調整を行う事ができます。

MASTER Bロータリーコントロールは
マスターB（ステレオ/モノ）出力レベ
ルをロータリーコントロールのセン
ターを０ dBとして +10dBからオフま
でを連続して調整することができま
す。

STEREO/MONO スイッチでマスター
B 出力を 2 つのモードに構成すること
ができます。ステレオモードでは、マ
スターB出力はステレオ L/Rのミキシ
ング信号を送り出し。モノモードでは
L/R 信号をミックスして送ります。

MUTEスイッチはマスターとマスター
B 出力に送られる全信号をミュートし
ます。マスターへ送られるTAPE IN信
号だけはMUTEスイッチの影響を受け
ません。

MAS スイッチはマスターミュートス
イッチのすぐ後でTAPE IN信号をマス
ター L/R バスに接続します。マスター
ミュートスイッチが使用中であって
も、これでショーの最中にバックグラ
ンドミュージックを流すことができま
す。TAPE OUT を使用して録音中は
MAS スイッチをオフにしておきます。

PRE/POSTスイッチはマスターB出力
に送られているマスターフェーダーの
前の信号をポストマスターフェーダー
に変更することができます。

BALコントロールは、マスター出力に
送られている L/R のマスター信号の相
対的レベルをバランスコントロールす
るのに使用します。バランス幅はセン
ターで 0dB、両端で +3dB とオフの定
数で調節することができます。

ステレオフェーダーは L/R ミキシング
レベルを+10dBからオフまで連続して
調整することができます。
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talkback（トークバック）LEVELコン
トロールはトークバック信号を+50dB
からオフまで連続して調整することが
できます。トークバック入力には最大
入力+8dBuのレベルを入力することが
できます。

PHONES レベルコントロールはヘッ
ドフォーン出力 a と b のレベルを
+10dBからオフまで連続して調整する
ことができます。

SPEAKERS レベルコントロールは L/
R のスピーカ出力の信号を、ロータ
リーコントロールのセンターで0dBと
して、+10dBからオフまで連続して調
整することができます。

SOLOコントロールは入力ソロレベル
をヘッドフォーンとスピーカ出力の前
で調節します。調節幅はロータリーコ
ントロールのセンターで 0dBとして、
-20dB から +20dB までです。

ラッチのかからないMON スイッチは
トークバックマイクをmon1 と mon2
のバスに接続します。

ラッチのかからない AUX スイッチは
トークバックマイクをaux1とaux2の
プリバスに接続します。

ラッチのかからない GRP スイッチは
トークバックマイクを全グループバス
に接続します。

ラッチのかからない MAS スイッチは
トークバックマイクを L/R のマスター
バスに接続します。

ソロボタンを使用していないと、
SOURCEスイッチは、テープインまた
はマスター信号をヘッドフォーンとコ
ントロールルームスピーカ出力に出力
します。

ソロボタンが使用中であると、PFL /
AFLスイッチは、モノプリフェーダー
リッスンまたはステレオアフター
フェーダーリッスン信号をヘッド
フォーンとコントロールルームスピー
カ出力に出力します。
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12V のデスクランプ用 4ピンのメスの
XLRコネクターが2個あります。各コ
ネクターの容量は 5Wなので、それを
超えないようにしてください。

PHONES用1/4インチのステレオ出力
ジャックソケットが 2 個あります。ど
ちらのソケットもフォーンロータリー
コントロ - ルで調整することができま
す。

TALKBACKマイクには3ピンのメスの
XLRコネクター経由で入力します。
コンデンサーマイクに適した +48V の
ファンタム電源が常時接続されていま
す。

SOLOボタンを使用しているとSOLO
LED が点灯し、mon-1 と mon-2 メー
ターを自動的にソロメーターとして表
示します。
pflモードでは、mon 1メーターがプリ
フェーダーのポジションで選択したソ
ロソースの信号レベルをdBuで表示し
ます。
afl モードでは、mon1 (afl-l)と mon2
(a f l - r )  メーターが動作し、アフター
フェーダーのポジションでのステレオ
イメージの信号レベルをdBuで表示し
ます。

MON メーターはモニター出力のポス
トフェーダーのピーク信号レベルを表
示します。 ソロボタンを使用している
と、選択した pfl または afl ソロソース
のピーク信号レベルを表示します。

MASTERメーターはL/Rのマスター出
力（ポストフェーダー）のピーク信号
レベルをモニターします。

21



2222



2323



2424



25

MIDAS VENICE シリーズ　性能仕様書

機能と仕様 Venice 16 Venice 240 Venice 320
入力（合計） 30 38 46
モノ - 入力（MIC/LINE)、インサート 8 16 24
ステレオ - ライン / モノ - マイク - 入力チャンネル 4/4 4/4 4/4
ステレオ - エフェクト - リターン（ライン） 4 4 4
ステレオ - テープ - リターン（ライン） 1（L/R)

バス（Busses) 15
サブグループ 4
AUX- プリフェーダー（モニター） 2
AUX- ポストフェーダー（エフェクト） 2
AUX- プリ / ポストフェーダー 2
マスター L/R 2
モノ -PFL 1
ステレオ -AFL 2

出力
サブグループ 4（インピーダンスバランス）、1/4inch ホーンジャック
AUX- プリフェーダー（mon） 2（XLR バランス）
AUX- ポストフェーダー（fx） 2（インピーダンスバランス）、1/4inch ホーンジャック
AUX- プリ / ポストフェーダ（AUX ) 2（XLR バランス）
マスター、インサート 2（XLR バランス）
マスター B出力 2（XLR バランス）
（モノ / ステレオ、プリ /ポストフェーダー切換え）
テープ送り 1（ステレオ /RCA）
ダイレクトアウト 8 16 24
ステレオヘッドホーン 2（ステレオ -1/4inch ホーンジャック）
ステレオスピーカ 2（インピーダンスバランス）、1/4inch ホーンジャック

寸法（mm/inch）
幅 490/19.3 698/27.5 906/35.7
奥行 568/22.4 568/22.4 568/22.4
高さ 194/7.6 194/7.6 194/7.6

重量(kg/lbs) 16.4/36.2 21.1/46.5 25.8/56.9
消費電力量 75W 95W 120W

主電源電圧 100V/110V/120V/220V/230V/240V、50-60Hz

付加機能
デェスクライト用コネクター 2（12V/5W、4-PIN XLR）
19inch ラックマウントキット YES ― ―
回転可能なコネクターパネル YES ― ―
外部電源（ESP1200 本体は、含まれていません） ― YES YES

アクセサリー ダストカバー（付属品）
12Vデェスクライト（別売品）
入力トランス（別売品）
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Venice 技術仕様書

入力インピーダンス マイク 2 k バランス
ライン 20 k バランス

入力ゲイン マイク 0 dB ～ +60 dB（連続可変可能）
ライン　モノ　チャンネル -20 dB～+40 dB（連続可変可能）
ライン　ステレオ　チャンネル -20 dB～+20 dB（連続可変可能）
ライン　レベル入力 0 dB　

最大入力レベル マイク +22 dBu
ラインレベル入力 +22 dBu
ラインモノチャンネル +42 dBu
ラインステレオチャンネル +28 dBu

CMR（100Hz） マイク（ゲイン +40 dB） Typ.75 dB
CMR（1 kHz） マイク（ゲイン +40 dB） ＞ 85 dB

ライン ＞ 45 dB

周波数特性（20Hz ～ 20 kHz） マイク－ミックス（ゲイン +60 ｄ B） +0 dB ～ -1 dB

ノイズ（20Hz ～ 20 kHz） マイク（ゲイン +60 dB、EIN ref. 150ohms) -129dBu

システムノイズ（20Hz ～ 20 kHz）
サミングノイズ（16 ch フェーダーダウン） -90 dBu
ライン－ミックスノイズ（16 chフェーダー0 dBu、パンセンター）-86 dBu

歪み（1 kHz) マイク－インサート
（+3 dBu ゲイン、+20 dBu 出力） Typ0.0007％
マイク－ミックス
（+30 dBu ゲイン、+20 dBu 出力） ＜ 0.009％

クロストーク（1 kHz） チャンネル－チャンネル ＜ -80 dB
ミックス－ミックス ＜ -80 dB
チャンネル－ミックス ＜ -80 dB
フェーダーアッテネーター ＞ 100 dB
スイッチリジェクション ＞ 100 dB

出力インピーダンス 全てのライン出力 75Ohms（バランスソース）
ヘッドホーン ～ドライブ 32Ohms

最大出力レベル XLRマスター出力 +25 dBu
XLR 出力（マスター以外） +22 dBu
全ての 1/4inch ジャック出力 +22 dBu
ヘッドホーン +22 dBu/600ohms

公称信号レベル マイク -60 dBu ～ 0 dBu
ライン 0 dBu

イコライザ－モノチャンネル ハイパススロープ 12 dB/Oct
ハイパス周波数 80Hz
トレブルゲイン +15 dB～ -15 dB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
トレブル周波数 12 kHz
ハイミッドゲイン +15 dB～ -15 dB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
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ハイミッド周波数 400Hz ～ 2 kHz
ハイミッドバンド幅 1Oct.(Q=1.4)
ローミッドゲイン +15 dB～ -15 dB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
ローミッド周波数 100Hz ～ 2kHz
ローミッドバンド幅 1Oct.(Q=1.4)
ベースゲイン +15 dB～ -15 dB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
ベースシェルビング周波数 80Hz

イコライザ－ステレオチャンネル ハイパススロープ 12 dB/Oct
ハイパス周波数 80Hz
トレブルゲイン +15 dB～ -15 dB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
トレブル周波数 12 kHz
ハイミッドゲイン +15 dB～ -15 dB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
ハイミッド周波数 3kHz
ハイミッドバンド幅 1.4Oct.(Q=1)
ローミッドゲイン +15ｄB～-15ｄB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
ローミッド周波数 300Hz
ローミッドバンド幅 1.4Oct.(Q=1)
ベースゲイン +15ｄB～-15ｄB（連続可変可能、

センタークリック＝ 0 dB）
ベースシェルビング周波数 80Hz
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